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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
㊺
獣
医
さ
ん

　
大
切
な
家
族
で
あ
る
動
物
の
一
生
を
、
何
で
も
気
軽
に
相
談
で

　
大
切
な
家
族
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あ
る
動
物
の
一
生
を
、
何
で
も
気
軽
に
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談
で

き
る
か
か
り
つ
け
医
。
家
族
の
心
に
寄
り
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と
と
も
に
、
話
す

き
る
か
か
り
つ
け
医
。
家
族
の
心
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、
話
す

こ
と
の
で
き
な
い
動
物
の
代
わ
り
に
飼
い
主
へ
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持
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伝
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
動
物
の
代
わ
り
に
飼
い
主
へ
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
も
仕
事
の
一
つ
で
す
。

こ
と
も
仕
事
の
一
つ
で
す
。

物価高騰へ対応する追加の予算措置　物価高騰へ対応する追加の予算措置　2p2p
やむなく中止　再開願う市民の声やむなく中止　再開願う市民の声
　　　　上福岡七夕まつり　おおい祭り　　　　　上福岡七夕まつり　おおい祭り　6p6p

編集委員がインタビュー　編集委員がインタビュー　8p8p
市政を問う！市政を問う！一般質問一般質問 14 人が政策論議　14 人が政策論議　9p9p
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第
２
回
定
例
会
で
は
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
案
の
審
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
等
の
対
応
に
係
る
補
正
予
算

や
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
、
ま
た
、
追

加
議
案
と
し
て
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
を
含
む

補
正
予
算
及
び
鶴
ヶ
丘
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工

事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
17
件
全

て
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

議 案 審 疑

学
校
給
食
費
へ
の
影
響

問　
食
材
費
高
騰
の
現
状
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
食
品

需
要
環
境
の
激
変
や
燃
料
費

及
び
コ
ン
テ
ナ
不
足
等
に
よ

る
物
流
制
限
に
加
え
、
気
候

変
動
に
よ
る
干
ば
つ
な
ど
、

様
々
な
要
因
か
ら
世
界
的
に

食
品
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
も
昨
年
４
月
と

今
年
４
月
の
入
札
価
格
の
一

部
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
た

ま
ね
ぎ
１
㎏
１
１
０
円
が

２
７
６
円
に
、
サ
ラ
ダ
油

16
・
５
㎏
４
２
０
０
円
が

５
８
８
０
円
に
上
昇
し
た
。

問　
全
体
の
増
額
率
は
。

答　
昨
年
４
月
の
献
立
で
使

用
し
た
食
材
単
価
を
今
年
４

月
の
食
材
単
価
に
入
れ
替
え

て
食
材
費
の
支
払
い
額
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
３
・
05
％

上
昇
し
た
。

　
仮
に
、
学
校
給
食
費
の
月

額
に
換
算
す
る
と
、
小
学
校

は
１
３
２
円
増
の
４
４
３
２

円
、
中
学
校
は
１
５
６
円
増

の
５
２
５
６
円
相
当
と
な
る
。

問　
市
と
保
護
者
の
負
担
の

内
容
は
。

答　
給
食
の
提
供
に
係
る
全

て
の
費
用
の
う
ち
、
食
材
費

の
み
保
護
者
が
負
担
し
、
光

熱
水
費
等
そ
の
他
は
市
が
負

担
し
て
い
る
。

　
食
材
費
の
高
騰
が
続
け
ば

予
算
不
足
が
生
じ
、
学
校
給

食
の
提
供
に
大
き
な
影
響
が

出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
賄
い
材
料
費
の
増

額
を
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

問　
増
額
分
を
公
費
負
担
と

す
る
理
由
は
。

答　
文
部
科
学
省
か
ら
の
通

知
に
よ
り
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
に
関
わ
る
支
援
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
学
校

給
食
等
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
本
交
付
金

を
有
効
に
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
分
を

　
　
　
　
物
価
高
騰
へ
対
応
す
る

　
　
　
　
物
価
高
騰
へ
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
の
予
算
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
の
予
算
措
置

公
費
負
担
す
る
こ
と
で
学
校

給
食
へ
の
影
響
を
軽
減
し
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
学
校
給

食
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
そ
の
他
に
工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
。

答　
献
立
や
調
理
の
段
階
で

は
単
価
の
高
い
加
工
品
を
避

け
て
、
手
間
を
か
け
て
も
調

理
場
内
で
の
手
作
り
に
変
更

し
た
り
、
油
を
多
く
使
用
す

る
揚
げ
物
を
焼
き
物
へ
変
更

し
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
献
立
作
成
時
の
予
算
管

理
や
旬
で
安
価
な
食
材
の
活

用
、
入
札
時
に
お
け
る
食
材

価
格
の
競
争
性
の
確
保
な
ど

の
工
夫
を
通
じ
て
学
校
給
食

の
目
的
や
役
割
に
沿
っ
た
適

切
な
実
施
に
努
め
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

自
費
接
種
の
払
い
戻
し

問　
事
業
の
概
要
は
。

答　
国
の
積
極
的
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
定
期
接
種
の

機
会
を
逃
し
、
対
象
年
齢
を

過
ぎ
た
後
に
自
費
で
接
種
し

た
人
に
接
種
費
用
の
償
還
払

い
を
実
施
す
る
。

問　
償
還
払
い
の
対
象
者
は
。

答　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
の
対
象
者
は
、
小
学

校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
女
性
で
あ
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

本
年
４
月
１
日
時
点
で
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
平
成
９
年

度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
定

期
接
種
の
年
齢
を
過
ぎ
て
、

本
年
３
月
31
日
ま
で
に
２
価

ま
た
は
４
価
の
ワ
ク
チ
ン
を

自
費
で
接
種
し
た
人
を
対
象

と
す
る
。

問　
周
知
啓
発
は
。

答　
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
申
請
方
法
等
の

必
要
な
情
報
を
適
切
に
提
供

す
る
。

　
ま
た
、
実
施
医
療
機
関
に

も
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
協
力
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
推
進

問　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
５
月
15
日
現

在
で
、申
請
率
が
55・１
％
、

交
付
率
が
48・４
％
。
県
内

で
は
申
請
率
で
第
５
位
、
交

付
率
で
第
４
位
の
状
況
で
あ

る
。

問　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
端
末
設
置
窓
口
増
設

の
内
容
は
。

答　

現
在
の
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
中
で
申
請
者
の
個

人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
完
了

で
き
る
よ
う
、
現
在
レ
イ
ア

ウ
ト
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
役
所
本

庁
舎
及
び
大
井
総
合
支
所
に

設
置
し
て
い
る
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末
を
各

４
台
か
ら
各
６
台
に
増
設
す

る
。

　
今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
事
務
の
効
率
化

を
図
り
た
い
。

　５月16日付で山田敏夫議員が議会運
営委員を辞任し、同日付で同委員に坪田
敏孝議員が選任されました。
　また、５月30日付で山田敏夫議員が
市民・都市常任委員長を辞任し、同日付で
同委員長に西和彦議員が当選されました。

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
加
藤　
恵
一 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

公　
明　
党　
伊
藤
美
枝
子 

議
員

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号
（
第
65
号
）
の
「
編

集
委
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
写
真

の
氏
名
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
、
次
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）「
百
﨑
隼
人
さ
ん
」

（
正
）「
百
﨑
隼
士
さ
ん
」

委員会人事

　５月３０日の本会議におきまして、議
長に就任いたしました。その職責の重さ
に身の引き締まる思いでございます。
　長引くコロナ禍やウクライナ情勢等に
よる影響が市民生活や地域経済に及ぼさ
れる中、二元代表制の一翼を担う議会と
しての機能を十分に発揮し、議員が一丸
となって市民の皆様の安全・安心な暮ら
しの実現、地域経済の再生に取り組んで
まいります。
　今後とも、市民の皆様におかれまして
は、市議会に対し、一層のご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

就任挨拶

山田　敏夫

新議長就任新議長就任

給食時間の様子給食時間の様子



議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 日本共産党 公明党 信政会
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

坪
田　
敏
孝

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

西　
　
和
彦

大
築　
　
守

小
高　
時
男

新
井　
光
男

床
井　
紀
範

足
立
志
津
子

伊
藤　
初
美

塚
越　
洋
一

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

伊
藤
美
枝
子

近
藤　
善
則

鈴
木
啓
太
郎

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

議第3号 
議 　 案

地方公共団体情報システムの標準
化に向けての意見書

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇××欠
席××〇〇〇〇〇〇〇〇

物
価
の
高
騰
に
直
面
す
る

生
活
者
を
支
援

子
ど
も
た
ち
に
安
全
で

快
適
な
環
境
を

補正予算

契約の締結

全員賛成で可決

全員賛成で可決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

市
立
鶴
ヶ
丘
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約
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議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果

第 55 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度ふじみ野市一般会計補正予
算（第１号））

承　認 第 64 号 
議　 案

ふじみ野市議会議員及びふじみ野市長の選
挙における選挙運動用自動車の使用等の公
営に関する条例の一部を改正する条例

可　決

第 56 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（ふ
じみ野市税条例の一部を改正する条例） 承　認 第 65 号

議　　案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 57 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市都市計画税条例の一部を改
正する条例）

承　認 第 66 号
議　　案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 58 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（ふじみ野市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

承　認 第 67 号
議　　案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 59 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて
（固定資産評価員の選任） 承　認 第 68 号

議　　案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 60 号 
議　 案

令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第２号） 可　決 第 69 号 

議　 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて 同　意

第 61 号 
議　 案

令和４年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号） 可　決 第 70 号 

議　 案
令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算

（第３号） 可　決

第 62 号 
議　 案

令和４年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算（第１号 ) 可　決 第 71 号 

議　 案
ふじみ野市立鶴ヶ丘小学校校舎大規模改
造工事請負契約の締結について 可　決

第 63 号 
議　 案

ふじみ野市税条例等の一部を改正する条
例 可　決

※議長は採決に加わっていません。

〇：賛成　　×：反対

議 案 審 議
令和４年第２回定例会の提出議案と審議結果

●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案

意見書
賛成多数で可決

地方公共団体情報システムの標準化に
向けての意見書

自治体システムの標準化に対し、市議会から国の支援を求めました。

　国は住民基本台帳や固定資産税など20業務についてシステムの仕様の策定を行い、令和５年度から令
和７年度にかけてガバメントクラウドの利用に向け標準準拠システムに移行していく予定となっている。
　地方公共団体は財政状況も厳しく、デジタルの人材不足も深刻な状態となっている。また、高齢者は
デジタル化になれていない方も多く、インターネット環境が整っていない地域もある。よって政府に下
記の事項を要望する。

記
１　目標時期について柔軟な対応を検討し財政支援と情報提供を行うこと。
２　保守・運用コストなど総合的な支援を検討し、都道府県に対し市区町村への助言や情報提供を行う
　　よう指導すること。

送付日：令和４年６月 17日（主意抜粋）

問　
工
事
の
概
要
は
。

答　
主
な
工
事
内
容
は
、
普
通
教
室
棟
で

は
、
外
部
改
修
と
し
て
屋
上
防
水
、
外
壁

の
改
修
、
屋
上
フ
ェ
ン
ス
、
バ
ル
コ
ニ
ー

の
手
す
り
を
改
修
す
る
。

　
内
部
改
修
と
し
て
床
、
ス
ク
ー
ル
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
壁
、
天
井
、
ラ
ン
ド

セ
ル
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
改
修
、
更
衣
用

の
カ
ー
テ
ン
レ
ー

ル
と
カ
ー
テ
ン

の
設
置
、
ほ
か
に

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
受
水
槽
及

び
給
排
水
管
の
更

新
、
手
洗
い
の
自

動
水
栓
化
な
ど
を

行
う
。

　
ま
た
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
と
し

て
廊
下
と
教
室
の

段
差
を
解
消
す

る
。
そ
の
他
給
食
配
膳
室
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
。

　
屋
外
ト
イ
レ
は
男
女
別
に
分
け
、
便
器

を
全
て
洋
式
化
し
、
セ
ン
サ
ー
式
の
照
明

の
設
置
と
屋
根
の
ふ
き
替
え
を
予
定
し
て

い
る
。

問　
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
契
約
期
間
は
令
和
６
年
２
月
15
日
ま

で
で
、
２
期
に
分
け
て
工
事
を
行
う
。
夏

季
休
業
期
間
中
を
中
心
に
行
う
が
、
学
校

と
の
協
議
に
よ
り
、
学
校
運
営
に
支
障
が

な
い
範
囲
内
で
夏
季
休
業
期
間
外
も
実
施

す
る
。

問　
安
全
対
策
は
。

答　
対
象
の
校
舎
周
り
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
一
部
に
工
事
用
の
仮
囲
い
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
工
事
車
両
の
進
入
の
際
に
は

交
通
誘
導
員
を
配
置
す
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
子
育
て

世
帯
に
給
付
金

問　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
の
内
容
は
。　

答　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１

世
帯
当
た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
。
令
和

３
年
中
の
家
計
急
変
世
帯
に
つ
い
て
は
、

本
人
か
ら
の
申
請
で
は
な
く
市
か
ら
プ
ッ

シ
ュ
型
の
通
知
を
送
付
し
て
給
付
を
行
う

運
用
に
変
更
と
な
る
。

問　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業
の
内
容
は
。

答　
支
給
対
象
者
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り

親
世
帯
と
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
で
、
令
和
４
年
度
に
お
い

て
18
歳
以
下
の
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

を
給
付
す
る
。
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
、
20
歳
未
満
が
対
象
と
な
る
。

全
世
帯
１
人
当
た
り

３
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券

問　
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
事
業
の

内
容
と
前
回
か
ら
の
改
善
点
は
。

答　
発
行
総
額
３
億
４
３
５
０
万
円
で
、

７
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
る
全
市

民
を
対
象
に
世
帯
主
へ
１
人
３
０
０
０
円

分
の
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
す
る
。
利
用
期
間

は
令
和
４
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１

月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

　
改
善
点
は
１
人
当
た
り
の
給
付
額
を
引

き
上
げ
、
利
用
期
間
を
拡
大
す
る
。

　
ま
た
、
窓
口

は
人
員
を
増
や

し
、
再
配
達
用

の
予
算
も
計
上

し
た
。
事
業
者

の
意
見
を
踏
ま

え
換
金
業
務
も

改
善
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
直
面
す
る
生
活
者
を
支
援
す

る
た
め
の
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
と
教
育
環
境
の
向
上
の
た
め
、
鶴
ヶ
丘
小
学
校
北
側
校
舎
の
普
通
教
室
１

棟
と
屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

店
録
登
加
参
の
て
全

で

　
　

AAAAAA券券券券券券券A券A① 000000

B券券券券券券券B券

外
以
店
型
大

の

店
録
登
加
参

　
　

B① 000000

鶴ヶ丘小学校



星
ほし

野
の

麻
ま ゆ こ

由湖さん 金
かなざわ

沢正
しょうこ

子さん

中
なかくぼ

窪由
ゆ か り

香里さん井
い べ

部稔
とし

子
こ

さん　井
い べ

部正
まさ

男
お

さん
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や
む
な
く
中
止
　
再
開
願
う
市
民
の
声

や
む
な
く
中
止
　
再
開
願
う
市
民
の
声

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
　
お
お
い
祭
り

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
　
お
お
い
祭
り

　

中
止
は
本
当
に
残
念
で

す
。
で
も
来
年
は
き
っ
と
再

開
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ふ
る

さ
と
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
の
祭

り
に
す
る
た
め
に
、
五ご

所し
ょ

川が

原わ
ら
立た
ち
佞ね
ぷ
た
武
多
へ
行
っ
て
、

山だ
し車
を
習
っ
て
き
ま
し
た
。

ふ
じ
み
ん
の
チ
ビ
ね
ぶ
た
を

次
の
お
お
い
祭
り
で
ぜ
ひ
や

り
た
い
で
す
ね
。

　
毎
年
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
の
出

演
を
楽
し
み
に
し
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。

　
ハ
ワ
イ
語
で
オ
ハ
ナ
は
家

族
、
仲
間
の
意
味
。
フ
ラ
を

通
し
て
地
域
の
み
な
さ
ん
と

オ
ハ
ナ
に
な
れ
ま
す
。
来
年

は
素
敵
な
オ
ハ
ナ
の
い
る

場
所
で
開
催
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　お祭り中止の代替案とし

て、竹飾り掲出の予算措置を

評価する。

　コロナ禍においては、地域

の伝統を引き継いでいくこと

は大変な労力を伴うと思う

が、代替案の更なる検討や、

感染症対策を講じたお祭り開

催の検討など、市が積極的に

実行委員会を後押しし、来年

こそはぜひ開催してほしい。

　
お
囃は
や
子し

で
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
お
囃
子
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
も
の
。
高
齢
化
も

進
み
、
地
域
の
夏
祭
り
と
同

じ
時
期
に
お
お
い
祭
り
に
参

加
す
る
負
担
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
地
域
の
伝
統
を

ど
ん
な
形
で
つ
な
い
で
い
く

か
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
お
祭
り
が
で
き
な
い
と
活

気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
、
な
ん
と
か
存
続
さ
せ
た

い
ね
。
街
の
人
に
も
楽
し
み

に
し
て
ま
す
よ
っ
て
声
を
掛

け
ら
れ
ま
す
。（
正
男
さ
ん
）

　
竹
飾
り
は
娘
時
代
か
ら
の

行
事
で
も
う
50
年
以
上
や
っ

て
ま
す
。
再
開
さ
れ
た
ら
、

ま
た
頑
張
り
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
（
稔
子
さ
ん
）

議会の一言

おおい祭り上福岡七夕まつり
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問　
見
直
し
の
内
容
は
。

答　
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の
運

行
は
、
ふ
じ
み
野
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
が
、

市
か
ら
の
負
担
金
を
活
用
し

運
営
し
て
い
る
。
平
成
29
年

か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
、

よ
り
効
果
的
に
、
持
続
可
能

と
す
る
た
め
令
和
５
年
の
運

行
を
目
途
に
、
コ
ー
ス
・
ダ

イ
ヤ
等
の
計
画
見
直
し
協
議

を
実
施
し
て
い
る
。

　
協
議
会
で
は
、
寄
せ
ら
れ

た
要
望
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
、
令

和
４
年
３
月
に
運
行
計
画
案

が
決
定
さ
れ
た
。
見
直
し
の

概
要
と
し
て
公
共
交
通
の
状

況
、人
口
分
布
、需
要
、コ
ー

ス
の
分
か
り
や
す
さ
、
乗
り

継
ぎ
性
、
乗
り
残
し
改
善
を

目
指
し
た
。

　
結
果
、
現
行
コ
ー
ス
の
便

数
、
時
間
帯
を
減
ら
す
こ
と

な
く
、
新
た
な
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
実
質
増
便
す
る
が
現

行
の
運
賃
設
定
を
維
持
し
た
。 　

見
直
し
の
効
果
と
し
て
、

新
規
コ
ー
ス
で
東
西
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
結
び
、
現

行
コ
ー
ス
で
は
元
福
岡
、
川

崎
等
の
乗
り
残
し
改
善
へ
寄

与
す
る
こ
と
を
想
定
。
ま
た
、

移
動
目
的
地
へ
の
選
択
肢
増

加
、
利
便
性
へ
の
寄
与
が
想

定
さ
れ
る
。

　
今
後
も
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン

を
よ
り
安
全
・
安
心
・
効
果

的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通

機
関
と
す
べ
く
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

問　
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
サ
ブ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
つ
く

り
、
ま
ち
の
笑
顔
の
写
真
を

集
め
て
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
や

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
は
。

答　
市
民
の
顔
や
暮
ら
し
ぶ

り
を
配
信
す
る
こ
と
で
、
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
、
集
め
た
写
真
を
活
用

し
て
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
や
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

市
へ
の
愛
着
が
醸
成
で
き
る
。

　
県
で
は
、
１
５
０
周
年
事

業
と
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

等
を
活
用
し
て
県
に
ゆ
か
り

が
あ
る
人
か
ら
笑
顔
の
写
真

を
募
集
し
、
ス
マ
イ
ル
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
節
目
の
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
検
討
し
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
農
業

問　
市
民
農
園
を
子
ど
も
食

堂
や
地
域
団
体
に
貸
し
出
し

て
は
。

答　

利
用
対
象
を
個
人
に

限
っ
て
い
な
い
た
め
、
子
ど

も
食
堂
や
地
域
団
体
が
借
り

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

市
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
の
受
け
入
れ
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
今
後
、
利
用
者
拡
大
に
向

け
て
開
設
者
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問　
「
採
れ
た
て
☆
ふ
じ
み

野
畑
」
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

工
夫
し
て
は
。

答　
レ
イ
ア
ウ
ト
等
も
含
め
、

よ
り
市
民
が
立
ち
寄
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の

運
行
見
直
し

伝
わ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

島
田　
和
泉 

議
員

加
藤　
恵
一 

議
員

元気・健康フェアが３年ぶりに開催

豆腐屋さんがキッチンカーで営業販売

健康づくりや体力づくりのきっかけとなる元気・健康フェアが３年ぶりに開催。
新体操の親子体操教室の参加者に話を伺いました。

親子２代に渡り豆腐屋を経営し、今年からはキッチンカーでの
営業、販売も始めた経営者に話を伺いました。

Ｑ　キッチンカーを始めたきっかけを教えてく
ださい。 
Ａ　産業まつりに出店した際に、「ドーナツが

美味しい。店舗
の場所は？」と
聞かれました。
キッチンカーを
通して、市内で
もっと豆腐屋の
ことをアピール
できたらいいな
と思ったからで
す。
Ｑ　出店してい
る場所はどこで
すか。

Ａ　市役所や市内の公園、
商業施設などです。
Ｑ　苦労したことや大変なことは何ですか。
Ａ　キッチンカーの製作会社を何社もイン
ターネットで調べ、製作会社を選ぶところから
が大変でした。
　営業先の開拓も課題です。市内の公共施設に
出店する場合、出店場所により担当課が違いま
す。また、商業施設での出店は申し込み・抽選
になっているので、同じ商業施設で定期的に出
店できないことがあります。
Ｑ　ふじみ野市へ一言お願いします。
Ａ　「キッチンカーで仕事を始めたい」との相
談をよく受けますが、行政にもっと気軽に相談
できる体制があったらいいと感じています。

市民に聞く市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、14人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（８月下旬掲載予定）

Ｑ　親子体操教室に参加したきっかけを教えて
ください。
Ａ　市が配信したＦメールで元気・健康フェア
の開催を知り、新体操の親子体操教室に申し込
みをしました。
Ｑ　親子で参加した感想を教えてください。
Ａ　娘も楽しかったと言っています。親子で楽
しめる内容だと感じました。
　今度は友達の家族を一緒に誘って、ぜひまた
参加してみたいです。
Ｑ　ふじみ野市の子育てする環境はどうですか。
ご意見をお聞かせください。
Ａ　近隣の市町と比べると、子育てする環境は
良いと感じています。児童センターも行きやす
いと思います。
　家の近所にあまり大きな公園がないので、西
中央公園に行くことが多いです。公園で煙草を

吸う人が多く、吸い殻やごみのポイ捨ても目
立っているように感じます。公園は小さい子ど
もも行くところなので、完全に禁煙にしてもら
いたいです。
　西中央公園のように大きな公園にも、家の近
所の小さな公園にも、子どもたちがもっと遊べ
るように遊具を充実してもらいたいです。

編集委員編集委員ががインタビューインタビュー

連載企画
事業者に聞く

東入間青年会議所主催のモザイクアート

宮
みやざき

崎千
せ お な

桜菜さん　宮
みやざき

崎　和
かず

恵
え

さん

中
なかむら

村　星
せい

加
か

さん



問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

に
つ
い
て
は
。

答　
教
育
委
員
会
、
市
長
部

局
及
び
関
係
機
関
が
連
携
を

密
に
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
特
化
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
配
置
し
て
い
な

い
。
年
齢
に
よ
っ
て
途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
の

家
事
・
育
児
支
援
な
ど
は
。

答　
養
育
支
援
員
の
訪
問
は
、

一
日
４
時
間
以
内
で
週
一
回
、

３
ヵ
月
ま
で
を
原
則
と
す
る
。

長
期
支
援
を
必
要
と
す
る
子

育
て
世
帯
へ
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
実

施
し
て
い
る
事
業
の
活
用
を

提
案
す
る
な
ど
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
支
援
を
考
え
て

い
る
。

運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
へ
支
援
を

問　
高
齢
者
等
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
へ
敬
意
を
表

し
、
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

答　
返
納
者
へ
特
化
し
た
事

業
で
は
な
い
が
、
外
出
機
会

を
支
援
す
る
対
策
と
し
て
、

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク

シ
ー
事
業
を

展
開
し
て
い

る
。
自
主
返

納
者
へ
対
す

る
敬
意
を
示

す
取
り
組
み

に
つ
い
て
は

研
究
し
て
い

く
。

問　
神
明
神
社
前
交
差
点
の

信
号
機
が
な
く
な
る
影
響
は
。

答　
市
道
幹
線
５
号
線
（
生

活
道
路
）
の
沿
線
に
住
む
人

が
車
両
で
県
道
に
出
る
際
は
、

経
路
の
変
更
等
の
影
響
が
生

じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生

活
道
路
へ
の
通
過
車
両
が
減

少
す
る
た
め
、
交
通
安
全
性

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
新
規
に
整
備
さ
れ

る
交
差
点
は
幅
員
の
広
い
歩

道
や
、
信
号
待
ち
の
広
い
た

ま
り
が
整
備
さ
れ
る
。

女
性
の
視
点
を

活
か
し
た
防
災

問　
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
座
の
開
催
を
。

答　
女
性
の
視
点
を
活
か
し

た
各
種
防
災
講
座
や
研
修
会

等
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も

に
、
市
に
お
い
て
も
、
女
性

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
の

開
催
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

西
文
化
施
設
に
お
け
る

美
術
展
示

問　
展
示
の
構
想
は
。

答　
１
階
に
約
１
１
５
㎡
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
と
一
体

利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
３
面
あ
る
壁
の
１

面
に
は
、
ガ
ラ
ス
展
示
ケ
ー

ス
を
設
置
。
残
り
の
２
面
に

は
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
及

び
可
動
式
の
展
示
用
照
明
を

設
置
し
、
様
々
な
展
示
に
対

応
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い

る
。

問　
住
ん
で
い
る
人
の
満
足

度
を
上
げ
、
転
出
者
を
減
ら

す
施
策
は
。

答　
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
に
、

「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
る
。

こ
の
地
域
づ
く
り
に
関
し
て
、

愛
着
を
持
っ
て
ふ
じ
み
野
は

ふ
る
さ
と
だ
と
思
え
る
人
が

増
え
る
よ
う
、
地
域
力
を
強

め
る
政
策
を
行
っ
て
い
く
。

問　
若
い
世
代
に
住
み
続
け

て
も
ら
う
た
め
の
施

策
は
。

答　
地
域
全
体
で
子

育
て
を
し
、
ふ
る
さ

と
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
、

先
進
的
な
教
育
環
境

を
整
備
す
る
。

問　
女
性
活
躍
推
進

法
で
は
、
女
性
の
労

働
環
境
向
上
に
関
す

る
行
動
計
画
の
策
定

が
事
業
主
に
求
め
ら

れ
て
お
り
、
計
画
は
女
性
の

活
躍
推
進
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
女
性
活
躍
推
進

に
取
り
組
む
事
業
主
へ
の
支

援
状
況
は
。

答　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
周
知

に
努
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登

録
が
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
人
材
確
保
に
つ
な
が
る

メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
登
録

を
推
奨
し
て
い
く
。

上
沢
勝
瀬
通
り
線

道
路
整
備
工
事

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

強
化
を

人
口
減
少
を
受
け
た

今
後
の
対
応

鈴
木　
美
恵 

議
員

川
畑　
京
子 

議
員

坪
田　
敏
孝 

議
員
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問　
夏
を
迎
え
子
ど
も
た
ち

が
水
辺
に
触
れ
る
機
会
が
多

く
な
る
。
特
に
新
河
岸
川
の

船
着
場
付
近
は
地
元
住
民
の

努
力
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
で
き

上
が
っ
て
き
た
。

　
河
川
に
落
ち
た
場
合
、
大

人
で
も
自
力
で
は
い
上
が
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
投

げ
込
み
式
救
助
ネ
ッ
ト
を
設

置
を
。

答　
新
河
岸
川
水
系
改
修
促

進
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
救

助
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て

提
案
し
た
い
。

　
ま
た
、
川
越
県
土
整
備
事

務
所
の
ほ
か
、
関
係
部
署
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

支
援
す
る
取
り
組
み

問　
本
市
に
は
食
品
廃
棄
物

を
バ
イ
オ
ガ
ス
化
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
創
出
で
き
る
経
済
環

境
が
あ
る
。

　
将
来
構
想
と
し
て
、
本
市

で
創
出
さ
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
公
共
交
通

が
走
る
な
ど
具
体
的

な
目
標
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
将
来
的
に
必
要

と
は
考
え
る
。
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
純

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
支
援
で
き
る
取
り

組
み
が
で
き
る
の
か
、

研
究
し
て
い
く
。

問　
昨
年
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

防
犯
灯
が
倒
れ
る
事
故
が

あ
っ
た
。
子
ど
も
や
通
行
人

に
当
た
ら
な
く
て
良
か
っ
た

が
対
策
は
。

答　
毎
年
７
月
に
公
共
施
設

安
全
点
検
を
実
施
し
、
目
視

に
て
損
傷
状
況
を
点
検
し
、

併
せ
て
担
当
課
に
お
い
て
も

４
月
と
12
月
に
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
他
清
掃
を

委
託
し
て
い
る
業
者
に
お
い

て
も
、
清
掃
時
に
鏡
や
支
柱

の
点
検
を
実
施
し
、
安
全
に

努
め
て
い
る
。

未
耕
作
ほ
場
（
田・畑
）

の
対
応
と
対
策

問　
一
部
で
未
耕
作
の
ほ
場

が
あ
り
、
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
田
が
見
受
け
ら
れ
る
。

市
の
対
応
と
対
策
は
。

答　
年
１
回
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
８
月
に
所
有
者

及
び
耕
作
地
に
関
す
る
調
査

と
併
せ
て
貸
し
た
い
・
売
り

た
い
な
ど
、
今
後
の
農
業
経

営
の
意
向
把
握
及
び
相
談
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。

災
害
対
策

問　
３
Ｄ
デ
ー
タ
活
用
の
荒

川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
と

は
。

答　
堤
防
の
決
壊
等
に
よ
り

河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
氾

濫
流
の
広
が
り
や
水
深
を
立

体
的
に
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

早
期
避
難
や
防
災
意
識
の
向

上
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

の
雨
水
災
害
対
策
の
現
況
と

調
整
池
整
備
の
展
望
、
期
待

さ
れ
る
効
果
は
。

答　
同
地
域
は
湛
水
想
定
区

域
と
さ
れ
、
盛
土
に
よ
る
湛

水
容
量
を
常
時
確
保
す
る
こ

と
が
原
則
で
、
さ
ら
に
調
整

池
の
貯
留
量
は
、
土
地
区
画

整
理
組
合
、
県
及
び
市
が
協

議
を
し
、
現
況
を
上
回
る
約

10
万
㎥
を
確
保
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

問　
同
地
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
を
設
置
す
る
と
か
、
地
域

住
民
と
の
交
流
、
あ
る
い
は

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作
る
な

ど
、
具
体
的
な
協
働
事
業
を

進
め
て
は
。

答　
よ
り
良
い
方
向
性
が
見

い
だ
せ
る
と
想
定
さ
れ
る
場

合
に
は
、
協
働
の
取
り
組
み

と
し
て
企
業
と
連
携
を
図
り
、

提
案
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
受

け
て
真
摯
に
検
討
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

特
定
外
来
生
物
等
の

除
去

問　
河
川
敷
を
覆
い
尽
く
す

ア
レ
チ
ウ
リ
の
対
策
は
。

答　
市
内
の
環
境
団
体
、
地

域
住
民
が
新
河
岸
川
流
域
で
、

地
道
に
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に

尽
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

市
が
管
理
し
て
い
る
水
路
等

で
ア
レ
チ
ウ
リ
が
確
認
さ
れ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
駆

除
を
行
い
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
防
犯
灯
等

の
転
倒
対
策

新
河
岸
川
の
船
着
場
付
近
へ

救
助
ネ
ッ
ト
の
設
置
を

２
５
４
号
バ
イ
パ
ス
地
域
の
防
災

交
通
・
地
域
交
流
へ
協
働
事
業
を

原
田　
雄
一 

議
員

金
濵　
高
顕 

議
員

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員
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問　
中
小
事
業
所
支
援
は
イ

ベ
ン
ト
や
補
助
金
な
ど
一
時

的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
商

品
開
発
や
販
路
の
拡
大
な
ど

将
来
に
向
け
た
経
営
課
題
の

解
決
が
必
要
。
市
の
相
談
体

制
は
。

答　
経
営
相
談
、
資
金
相
談
、

許
認
可
関
係
な
ど
の
他
、
商

工
会
で
事
業
計
画
の
作
成
や

財
務
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

問　
狭
山
市
の
Ｓ
ａ
ｙ
ａ
－

Ｂ
ｉ
ｚ
の
よ
う
に
中
小
企
業

診
断
士
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｉ

Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
が

チ
ー
ム
と
な
り
、
売
上
増
な

ど
成
果
が
出
る
ま
で
無
料
で

何
度
で
も
相
談
で
き
る
伴
走

型
支
援
を
行
う
市
も
あ
る
。

本
市
で
の
課
題
は
。

答　
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
ず
、

場
所
や
コ
ス
ト
も
問
題
で
あ

る
。子

ど
も
の
身
体
的

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

問　
小
中
学
校
の
健
診
、
身

体
測
定
の
際
、
子
ど
も
は
脱

衣
が
嫌
で
も
、
そ
の
時
は
嫌

と
言
え
な
い
。
現
状
は
ど
う

し
て
い
る
か
。

答　
文
部
科
学
省
の
健
康
診

断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮

し
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
学
校
や
医
師
に
よ
っ
て

実
施
方
法
が
違
う
よ
う
だ
が
、

市
と
学
校
医
と
の
具
体
的
な

取
り
決
め
は
。

答　
市
独
自
の
指
針
は
な
い

が
、
今
後
は
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
公
園
の
運
営
に
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ
－
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

導
入
を
。

答　
官
と
民
が
連
携
し
た
魅

力
的
な
公
園
運
営
を
行
う
た

め
の
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
研
究
し
て
い
く
。

乳
児
へ
の
は
ち
み
つ
の

使
用
に
は
注
意
を

問　
は
ち
み
つ
に
は
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
菌
が
混
入
し
や
す
く
、

離
乳
食
に
甘
味
を
つ
け
よ
う

と
使
用
し
、
死
亡
あ
る
い
は

後
遺
障
害
に
悩
む
子
ど
も
が

い
る
。
対
策
は
。

答　

妊
娠
届
け
出
の
際
や

４
ヵ
月
児
健
診
時
に
資
料
を

渡
す
な
ど
、
周
知
に
努
め
て

い
る
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
向
け
た
支
援
策
を

問　
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

で
き
な
い
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
低
所
得
者
が
入
居
を
断

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
市

や
町
で
も
居
住
支
援
協
議
会

を
設
立
す
る
事
例
が
あ
る
。

本
市
で
も
設
立
を
。

答　
先
進
自
治
体
の
取
り
組

み
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

空
家
等
へ
の

安
全
対
策
を

問　
管
理
不
全
の
空
家
に
対

し
て
緊
急
安
全
措
置
が
で
き

る
よ
う
、
条
例
改
正
や
計
画

更
新
を
す
べ
き
で
は
。

答　
緊
急
時
は
消
防
と
連
携

し
て
対
応
を
図
る
こ
と
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

問　
不
登
校
の
児
童
や
生
徒

へ
の
学
習
支
援
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
を
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
学

習
支
援
だ
け
の
活
用
で
は
な

く
、
登
校
の
き
っ
か
け
へ
と

つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
生
か
す
。

児
童
や
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

特
性
に
応
じ
て
対
応
す
る
よ

う
学
校
を
指
導
し
、
支
援
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
。

問　
他
市
の
事
例
を
教
訓
に

し
て
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策

の
強
化
を
。

答　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
抑

止
、
早
期
発
見
、
早
期

対
応
の
取
り
組
み
を
重

層
的
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
上

の
い
じ
め
対
策
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
警
察
と
の
連
携
の

具
体
的
な
内
容
は
。

答　
警
察
と
は
具
体
的

な
連
携
の
実
績
は
な
い

が
、
今
後
は
ネ
ッ
ト
安

全
教
育
な
ど
で
協
力
を
得
る

な
ど
、
事
業
展
開
を
し
て
い

き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症

行
政
と
し
て
支
援
は

問　
２
市
１
町
で
受
診
で
き

る
医
療
機
関
の
周
知
を
。

答　
県
と
県
医
師
会
は
後
遺

症
を
抱
え
る
患
者
に
対
し
、

身
近
な
地
域
の
医
療
機
関
で

受
診
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
を
周
知
し
て
い
る
。

官
民
連
携
に
よ
る

公
園
の
活
性
化
を

中
小
事
業
所
の
経
営
に

継
続
的
支
援
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
と

ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策
を

小
林　
憲
人 

議
員

民
部　
佳
代 

議
員

床
井　
紀
範 

議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

切
れ
目
な
い
支
援
を

塚
越　
洋
一 

議
員
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問　
令
和
５
年
度
か
ら
公
民

館
は
１
館
の
み
に
な
る
。
事

業
は
全
て
継
続
で
き
る
の
か
。

答　
公
民
館
だ
け
で
な
く
市

内
公
共
施
設
で
実
施
し
て
い

く
。
事
業
の
検
証
、
事
業
運

営
に
お
け
る
諸
課
題
の
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
効
果
的
な

成
果
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
い
く
。

問　
東
西
文
化
施
設
に
常
時

専
門
職
の
配
置
を
。

答　
社
会
教
育
に
関
す
る
資

格
を
有
す
る
者
を
配
置
す
る
。

問　
分
館
廃
止
後
の
使
用
料

は
。

答　
現
在
と
変
わ
ら
な
い
よ

う
調
整
し
て
い
く
。

高
齢
者
に
補
聴
器

購
入
補
助

問　
生
活
の
質
を
保
障
す
る

た
め
に
補
聴
器
購
入
と
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
補
助
を
。

答　
購
入
し
て
も
調
整
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
途
中
で
使
用

を
や
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

利
用
料
補
助

問　
２
市
１
町
で
ひ
と
り
親

家
庭
に
対
す
る
補
助
が
な
い

の
は
本
市
の
み
。
補
助
制
度

の
創
設
を
。

答　
他
市
で
は
１
時
間
単
位

の
料
金
設
定
だ
が
、
本
市
で

は
利
用
し
や
す
い
30
分
単
位

と
し
、
２
人
目
以
降
半
額
と

し
て
い
る
。

問　
１
月
に
市
内
で
起
き
た

猟
銃
立
て
こ
も
り
事
件
へ
の

対
応
は
。

答　
立
て
こ
も
り
事
件
を
受

け
て
、
３
月
に
市
長
を
座
長

に
東
入
間
医
師
会
・
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
管
理

者
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
４
月
に
は
、
市
長
が
県

知
事
に
面
会
、
今
後
の
対
応

を
要
望
し
た
。
８
月
の
市
報

に
在
宅
医
療
・
介
護
に
対
す

る
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
。

中
学
生
の
運
動
部
指
導

地
域
移
行
へ
の
問
題
点

問　
部
活
動
に
お
け
る
教
育

的
意
義
の
確
保
は
。

答　
部
活
動
は
、
生
徒
の
興

味
・
関
心
に
基
づ
き
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
親
し
ま

せ
学
習
意
欲
の
向
上
や
責
任

感
、
連
帯
感
を
育
む
な
ど
授

業
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
な
ど
部
活
動
の
教
育
的
意

義
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
る
。

問　
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
は
。

答　

就
学
援
助
世
帯
に
は
、

毎
年
１
万
円
を
上
限
に
補
助

し
て
い
る
。

障
が
い
者
の
投
票

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

問　
関
係
者
の
意
見
反
映
を
。

答　
市
内
の
障
が
い
者
団
体

の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

問　
大
人
に
代
わ
っ

て
日
常
的
に
家
族
の

世
話
を
す
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
は
、
小
学

生
の
15
人
に
１
人
の

割
合
で
い
る
こ
と
が

厚
生
労
働
省
の
調
査

で
分
か
っ
て
き
た
。

　

学
校
と
の
連
携
、

自
己
責
任
で
な
く
孤

立
さ
せ
な
い
た
め
の

取
り
組
み
が
で
き
る
組
織
体

制
、
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
な
ど
充
実
す
べ

き
で
は
。

答　
支
援
の
入
り
口
と
な
る

学
校
現
場
や
高
齢
福
祉
・
障

が
い
者
福
祉
の
分
野
で
は
、

職
員
へ
の
周
知
啓
発
や
連
携

体
制
の
強
化
が
、
早
期
発
見

と
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
、

啓
発
事
業
や
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触
者
へ

の
市
独
自
の
支
援
を

問　
市
と
し
て
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。
食
料
・
居
室
確
保
・
保

育
・
メ
ン
タ
ル
な
ど
、
独
自

の
支
援
策
を
具
体
化
し
て
い

る
市
も
あ
り
、
本
市
は
こ
の

ま
ま
で
良
い
の
か
。

答　
国
と
し
て
の
対
応
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
市
民
が

暮
ら
し
て
い
る
自
治
体
に
お

い
て
も
当
然
寄
り
添
っ
て
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

訪
問
診
療
及
び
介
護
な
ど

の
安
心
・
安
全
確
保

公
民
館
事
業
の
継
続
は

ど
の
よ
う
に

新
井　
光
男 

議
員

伊
藤　
初
美 

議
員

狭山市ビジネスサポートセンター

官と民が連携したところざわサクラタウン

一 般 質 問 一 般 質 問

市ホームページお知らせ

公民館分館で学習中
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宮
みやじま

島　將
すすむ

 さん

表紙：働く人シリーズに寄せて

獣医さん獣医さん に伺いました に伺いました
編集委員が
インタビュー !

どんな動物を診察しますか。
主に、犬と猫です。小動物等を診察すること
もあります。
仕事のやりがいは何ですか。
動物が療養して元気になってくれることはも
ちろんですが、動物が亡くなった後、しばら
くして新しい動物を飼い始めて、また病院へ
来てくれた時が本当にうれしいです。動物の
一生に関わるので、少しでも飼い主に寄り添
えるように取り組んでいます。 
飼い主へのアドバイスはありますか。
６月１日から動物愛護管理法が改正になりま
した。既に飼われている犬猫にマイクロチッ
プを装着することは努力義務となっています
が、大事なペットが迷子になった時の対策と
してもお勧めします。

また、犬や猫に服を着せるのは動物にとって
ストレスの要因になります。大切なペットに
とって何が大事かを考えて愛情を注いでくだ
さい。
行政に望むことは。
２市１町と獣医師会などが連携し、年に１回
犬の飼い方・しつけ
方教室を行っていま
す。そうした取り組
みを行うことで、病
気の予防などにもつ
ながります。
今後は猫の飼い方・
しつけ方教室も必要
だと思います。

議会広報常任委員会
 委 員 長　加藤　恵一
　委　員　鈴木啓太郎
　委　員　民部　佳代
　委　員　床井　紀範

副委員長　鈴木　美恵
　委　員　金濵　高顕
　委　員　新井　光男

編集後記
　今年の夏は最高気温が３５度を超える猛暑日が多く、寝苦
しい熱帯夜も続いています。
　屋外での運動の際にはマスク着用が緩和され、６月に行わ
れた小学校の運動会では、子どもたちがマスクなしで徒競走
や玉入れなどを頑張っていました。
　市内の公園では久々にジャブジャブ池等の流水施設が稼働
し、元気いっぱいの子どもたちの声があふれます。市の文化
行事も徐々に再開し、市民のサークル活動も活発になりつつ
あります。
　新型コロナ感染症の一刻も早い収束を願うばかりですが、
市議会として新型コロナ関連についての必要な政策的な提言
を行い、今後も市民の代表として市政発展のために取り組ん
で参ります。　　　　　　　　　　　　　　　（床井　紀範）

６月定例会の傍聴者は 36 人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：8月29日 午前9：30～

請願締切予定：８月19日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

表紙の題字を書いてくれた人
葦原中学校３年  滝

たきざわ
澤　慶

よし
暉
き

さん

　ふじみ野市は、利便性の良い施設が立ち並びながらも
自然も多く、緑や季節の花に癒されます。コロナ収束後
は行事などが再開し、人々の交流が活発になり、古き良
き伝統が受け継がれていくことを望みます。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄付行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。
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